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リ
ジ
ナ
ル
精
油
の
開
発
に
携
る
こ
と
に
。
原

料
と
製
造
法
な
ど
品
質
に
こ
だ
わ
り
、
結
果

を
出
す
ブ
レ
ン
ド
精
油
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
課
題
で
あ
っ
た
香
り
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
。
い
よ
い
よ
２
０
０
9
年
に
『
神
農 

本
草
精
華
』
を
誕
生
さ
せ
ま
す
。

自
然
哲
学「
五
行
理
論
」で

人
間
の
全
て
を
見
る

　
漢
方
ア
ロ
マ
精
油『
神
農 

本
草
精
華
』は
、

漢
方
、
経
絡
の
理
論
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

　
漢
方
中
医
学
が
西
洋
医
学
と
大
き
く
異
な

る
点
は
、〝
症
状
で
な
く
人
を
見
る
〟
と
い

う
部
分
で
す
。

 

「
眠
れ
な
い
、
吹
き
出
物
な
ど
、
実
感
や
体

表
に
現
れ
た
症
状
に
は
、
環
境
や
そ
の
時
の

感
情
、
身
体
の
生
活
の
状
態
な
ど
か
ら
生
ま

れ
た
根
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
目
を
向
け

る
べ
く
、
人
の
全
体
と
背
景
を
見
つ
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
平
橋
さ
ん
。

　
漢
方
や
経
穴
、
経
絡
理
論
な
ど
の
東
洋
医

学
は
、
全
て
中
国
の
自
然
哲
学
で
あ
る
〝
五

行
学
説
〟
に
則
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自

然
界
の
全
て
を
〝
木
・
火
・
土
・
金
・
水
〟

の
5
つ
の
気
の
要
素
に
分
類
す
る
考
え
方
で

す
。
こ
の
五
行
は
お
互
い
に
関
わ
り
合
う
関

係
に
あ
り
、
助
け
合
っ
た
り
、
抑
制
し
合
っ

た
り
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
五
行
の
哲
学
を
、
人
間
の

身
体
と
い
う
自
然
に
当
て
は
め
、
診
断
、
治

療
に
活
か
し
て
き
ま
し
た
。
五
つ
の
臓
と
腑
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漢
方
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

『
神
農 

本
草
精
華
』が
生
ま
れ
る
ま
で

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
〝
漢
方
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
〟
と
は
、
漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
植
物

か
ら
抽
出
し
た
精
油
を
用
い
た
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
熊
本
、
東
京
、
大
阪
で
開
講
す
る
『
漢
方

本
草
ア
ロ
マ
学
院
』
の
学
院
長
で
あ
り
、
漢

方
ア
ロ
マ
精
油
『
神
農 

本
草
精
華
』
ブ
ラ

ン
ド
の
開
発
に
携
わ
っ
た
平
橋
摩
や
さ
ん

が
、
漢
方
ア
ロ
マ
精
油
に
出
合
っ
た
の
は
、

今
か
ら
12
年
程
前
の
こ
と
で
し
た
。

 

「
当
時
、
ア
ロ
マ
の
先
生
が
香
港
出
身
で
、

漢
方
の
理
論
に
則
っ
た
西
洋
精
油
の
選
び
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台
湾
か
ら
輸

入
さ
れ
た
、
漢
方
ア
ロ
マ
ブ
レ
ン
ド
精
油
に

触
れ
た
の
は
そ
の
頃
で
す
」

　
当
時
の
中
国
で
は
、
紀
元
前
か
ら
存
在
し

た
漢
方
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
研
究
が
行
わ

れ
、
ま
た
精
油
の
抽
出
技
術
が
普
及
し
た
こ

と
か
ら
、
大
学
の
研
究
で
薬
剤
を
精
油
に
す

る
こ
と
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
技
術

が
台
湾
に
入
り
、
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
。

 

「
個
人
サ
ロ
ン
で
西
洋
、
漢
方
両
方
の
精
油

を
扱
う
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
、
漢
方
ア
ロ
マ

を
使
っ
た
経
絡
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。使
い
始
め
て
み
る
と
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
反
響
が
大
き
く
て
。
誰
よ

り
も
、
自
分
自
身
が
効
果
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。
家
族
の
ケ
ア
に
使
う
お
客
さ
ま
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
よ
」

　
平
橋
さ
ん
は
そ
の
後
、
ア
ロ
マ
メ
ー
カ
ー

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
漢
方
ア
ロ
マ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
、
セ
ミ
ナ
ー
の
客
員
講
師
活
動
な

ど
を
経
て
、
日
本
人
に
合
っ
た
漢
方
ア
ロ
マ

精
油
を
自
分
た
ち
の
手
で
生
み
出
す
べ
く
オ

も
〝
五
つ
の
気
〟
に
当
て
は
め
、
関
連
す
る

器
官
や
組
織
を
表
し
、
病
の
発
見
や
予
防
を

教
え
て
い
ま
す
。

　

春
、
伸
び
や
か
に
成
長
す
る
性
質
を
持

つ
〝
木
〟。
人
体
で
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
の

が
〝
肝
〟
で
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
伸
び
や
か

さ
を
失
う
と
、
肝
臓
や
胆
嚢
の
不
調
、
目
、

爪
、
筋
の
異
常
と
し
て
現
れ
ま
す
。
熱
く
上

昇
す
る
の
が
〝
火
〟。
身
体
で
は
〝
心
〟
と

な
り
、
心
臓
の
不
調
は
小
腸
、
舌
、
顔
に
現

れ
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
（
土
用
）
に
あ

た
り
、
収
穫
や
栄
養
の
源
を
象
徴
す
る
の
が

〝
土
〟。
湿
気
は
〝
脾
〟
を
乱
し
、
胃
や
口
・

唇
に
現
れ
ま
す
。
変
化
・
収
斂
す
る
働
き
を

象
徴
す
る
〝
金
〟
は
、〝
肺
〟。
大
腸
・
鼻
・

皮
膚
・
呼
吸
を
司
る
の
で
、
こ
れ
ら
器
官
の

不
調
は
肺
か
ら
来
て
い
ま
す
。
冷
や
し
、
下

へ
流
れ
る
性
質
を
象
徴
す
る
〝
水
〟
は
、
人

体
で
は
〝
腎
〟。
水
の
過
剰
は
腎
臓
・
膀
胱

を
乱
し
、
耳
や
髪
・
骨
な
ど
の
不
調
を
招
き

ま
す
。生
殖
器
の
問
題
も
腎
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
木
は
燃
え
て
火
を
生
み
、
火
が
物

を
燃
や
し
て
土
を
生
み
…
…
と
、
次
の
気
を

生
み
出
す
関
係
を
「
相
生
」、
水
が
燃
え
過

ぎ
る
火
を
鎮
め
、
火
は
そ
の
熱
で
金
を
変
化

さ
せ
…
…
と
、
相
手
の
変
動
を
抑
制
す
る
関

係
を
〝
相
剋
〟
と
言
い
、
こ
れ
の
関
係
は
全

て
人
体
に
当
て
は
ま
り
ま
す
（
上
図
参
照
）。

　
さ
ら
に
、身
体
の
構
成
要
素
で
あ
る
〝
気・

血
・
水
（
津
液
）〟
に
過
不
足
が
あ
っ
た
り
、

流
れ
が
停
滞
す
る
と
、
心
身
に
不
快
な
症
状

と
し
て
現
れ
ま
す
。

　
気
血
水
を
生
み
出
し
、
機
能
さ
せ
て
い
る

漢方では、“気・血・水”の3つを、
人体を動かすために必要な要素
と考えています。常にバランスを
保ち合い、お互いをコントロール
しているので、どれか一つが不
足したり、滞ると全体のバランス
が崩れ、精神や身体に影響を及
ぼすと考えられています。

五行学説とは、数千年前の医学書『黄帝内経』に記された、診断や診察に使われた基本的な考え方。
森羅万象を「木・火・土・金・水」の5つの気の関係を表しており、
それぞれが互いに生み出し、助け、抑制しながらバランスを取って調和しているのだという教え。
自然の五行図と同じく、人体においての五行図も生み出す“相生”、 抑制する“相剋”の関係が互いに影響し合う。

肝の相生：心と相生の関係にある。
肝の血が心臓の働きを助けている。
この場合、心の母は肝、肝の子は心
になる。
肝の相剋：脾とは相剋の関係にある。
脾臓の過剰を抑制している。
もしも肝の機能が低下した場合は、 
肝が助けている心の機能が低下して
しまい、 抑制する脾の機能を抑制で
きなくなる。
他も同様に、それぞれ臓腑は影響し
あいバランスを取っている。乱れれ
ば、病となる。

for example！

肝

生きるために必要な
3つの要素

五行学説〜人体も自然の一部〜

生命エネルギーそのもので、気が
なければ、血も水も動いてくれない。

「元気」「病気」などと言葉でも表さ
れている通り、気が衰えると心身も
弱ってしまうと考えられている。身
体を温め血や水を動かし、病因から
身を守る。もともと持って生まれた
気は腎に宿るとされ、巡らせるのは
肺、伸びやかに機能させるのが肝。

目には見えない
生命エネルギー

リンパ液、汗や涙、尿など、血液以外
の水分。細胞や組織を潤し、排泄を
スムーズにし、体温維持に関わる。
脾（胃）で得た飲食物の栄養分で作ら
れ、肺によって全身を巡り代謝され、
腎によって正常維持・排泄される。

細胞や組織を潤し
排泄をスムーズに

身体と精神に必要な栄養を与える。
血液そのものを指すだけではなく、
食 物 からの 栄 養 や 清 気を含 む 液
体。全身を温め、身体と精神を潤す
役目も。
血は脾（胃）で得た飲食の栄養分、
肺で得た清気をもとに生成。肝で貯
蔵・調整され、心の脈によって動く。

身体と精神に必要な
栄養素を巡らせる

気

血 水
（津液）

漢
方
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
植
物
を
原
料
に
し
た〝
漢
方
ア
ロ
マ
精
油
〟。

精
油
の
専
門
家
で
あ
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、ま
だ
ま
だ
未
知
の
部
分
が
多
い
分
野
で
す
。

日
本
人
に
は
馴
染
み
深
い〝
漢
方
〟と
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
世
界
を
繋
げ
る
新
し
い
精
油
を
、

経
絡
や
経
穴
を
用
い
た
施
術
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
取
り
入
れ
る
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

取
材
・
文
◎
森 

聖
子

経
絡・経
穴
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

五
行
理
論
に
基
づ
く『
漢
方
ア
ロ
マ
』

「
漢
方
」と「
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」の
世
界
を
繋
げ
る

『神農 本草精華』の
漢方アロマP R O F I L E

平橋摩や（ひらはしまや）さん

株式会社エヌ・アイ・シー漢方アロマ事業部長、
漢方本草アロマ学院長。台湾にて漢方アロマ精
油の学術、若石式足ツボ療法、漢方アロマ刮痧
美顔術などを学ぶ。同社 越智淑子社長と共に漢
方アロマ精油『神農 本草精華』ブランド開発に
携り、各地の企業や個人サロン、鍼灸院などで
漢方アロマ実践セミナーの開催や個人向け漢
方アロマ処方アドバイスなどを実施する。薬膳
アドバイザー、国際中医健康診断師。

腑：胆　感情：怒
目 筋 爪
経絡：肝経、胆経

腑：膀胱　感情：恐
耳 骨 髪

経絡：膀胱経、腎経

腑：小腸　感情：喜
舌 血脈 顔
経絡：心経、小腸経

腑：大腸　感情：悲
鼻 皮膚 毛

経絡：肺経、大腸経

腑：胃　感情：喜思
口 肌肉 唇

経絡：脾経、胃経

人体

木水

火金

土

脾

肺 心

腎 肝

助け合う 相生
抑制する 相剋



24 Therapist25 Therapist

の
も
五
臓
な
の
で
、そ
の
根
源
に
目
を
向
け
、

五
行
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
が
漢
方

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

 「
漢
方
薬
を
飲
む
方
法
、
鍼
灸
や
按
摩
に
よ
る

ケ
ア
、
睡
眠
や
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
の
改

善
な
ど
全
て
が
〝
漢
方
養
生
法
〟
で
す
。
漢

方
の
教
え
を
反
映
し
、
香
気
を
持
つ
漢
方
ア

ロ
マ
で
過
不
足
や
滞
り
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
戻
す
漢
方
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
も
ま
た
、

素
晴
ら
し
い
養
生
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

漢
方
薬
の
原
料「
本
草
」と

漢
方
ア
ロ
マ
精
油

 「
草
石
の
寒・温
の
本（
＝
性
質
）に
基
づ
く
」

に
由
来
し
て
、
漢
方
薬
に
用
い
ら
れ
る
材
料

を
〝
本
草
〟
と
言
い
ま
す
。
漢
方
ア
ロ
マ
精

油
は
、
そ
の
中
で
も
乾
燥
さ
せ
た
植
物
を
原

料
と
し
、
水
蒸
気
蒸
留
法
や
超
臨
界
流
体
抽

出
法
な
ど
、
従
来
の
精
油
で
使
わ
れ
る
の
と

同
じ
製
造
法
で
作
ら
れ
ま
す
。

 

「
管
理
方
法
や
使
用
方
法
も
従
来
の
精
油
と

同
じ
。
ブ
レ
ン
ド
精
油
は
そ
の
ま
ま
で
、
純

精
油
は
植
物
油
で
希
釈
し
て
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
や
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
」

　
原
料
植
物
と
し
て
、生
薑
は
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、

蒔
蘿
は
デ
ィ
ル
な
ど
、
西
洋
精
油
と
同
じ
物

も
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
大
の
特
徴
は
、
漢
方

薬
で
も
ご
存
知
の
通
り
、
乾
燥
さ
せ
た
植
物

を
原
料
に
精
油
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
、
生
の
植
物
か
ら
の
物
と
は
香
り
も
働

き
か
け
も
異
な
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
精
油
の
作
用
に
つ
い
て
、
西
洋
精

油
を
用
い
た
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
鎮
静

作
用
、
去
痰
作
用
な
ど
と
表
現
し
ま
す
が
、

漢
方
ア
ロ
マ
精
油
で
は〝
帰
経
〟と
言
っ
て
、

働
き
か
け
る
経
絡
や
、
臓
腑
に
ど
ん
な
働

き
を
す
る
か
、
ま
た
、
血
を
補
う
〝
補
血
〟、

気
を
巡
ら
せ
る
〝
行
気
〟
な
ど
、
気
血
水
の

過
不
足
や
停
滞
な
ど
の
異
常
に
対
し
て
の
働

き
か
け
を
示
し
ま
す
。
他
に
も
温
め
る
、
冷

ま
す
性
質
を
示
す
〝
寒
涼
温
熱
〟
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
精
油
の
特
性
を
示
し
て

い
ま
す
。

 

「
臓
腑
に
問
題
が
あ
れ
ば
経
絡
・
経
穴
に
痛

み
や
し
こ
り
を
感
じ
ま
す
。
漢
方
ア
ロ
マ
を

用
い
て
滞
り
が
起
き
て
い
る
経
絡
を
流
し
、

経
穴
を
刺
激
す
る
こ
と
は
、
繋
が
っ
て
い
る

臓
腑
や
関
係
す
る
器
官
の
問
題
解
決
が
よ
り

早
く
な
り
ま
す
。

　

根
源
を
目
指
し
た
漢
方
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

の
良
さ
は
、
何
よ
り
も
施
術
の
結
果
が
早
い

と
い
う
こ
と
。
セ
ル
フ
ケ
ア
に
使
っ
て
い
た

だ
い
て
も
、〝
身
体
が
温
ま
る
〟、〝
む
く
み
が

取
れ
た
〟
な
ど
、
即
効
性
を
実
感
す
る
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。
漢
方
理
論
は
難
し
そ
う
に

感
じ
る
で
し
ょ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
す

ぐ
に
こ
の
世
界
に
惚
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
よ
」

　
漢
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
心
身
共
に
健
康
に

生
き
る
知
恵
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
漢
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もっともっと本格的に！

乾燥させた植物から水蒸気蒸留などで抽出される純精油。
薬膳、漢方薬として名前を聞くことも多い代表的な植物を紹介します。

ブレンドシリーズはトラブルの出方を見て選択し、経絡・経穴に塗布して使用します。
ブレンドオイルの成分と働きかけを知り、トリートメントやセルフケアに活用しましょう。

ゴマの種子から採れるセサミオ
イル。身体や肌の毒素を排出さ
せるのに役立つ。薬を長期間服
用している慢性病の方や肥満な
どにもおすすめ。

芝麻油 胡桃油 櫻桃油
クルミの 種 子 から採 れるオイ
ル。乾燥やたるみ、シワのある
老化肌に栄養を与え、弾力のあ
る肌へ導く。記憶力低下や神経
衰弱、ストレスによる不眠にも
良いとされる。

サクランボの種子から採れるチ
ェリーカーネルオイル。水分を
維 持して肌を再 生させる働き
が。敏感肌、アトピーによるトラ
ブル肌など、再生力が低下した
肌のスキンケアに。

取材協力◎株式会社エヌ・アイ・シー　TEL096-233-1117　http://honzou-seika.l-nic.co.jp/

モクレンの花の蕾から抽出。帰経
は肺・胃。甘くてスパイシーな香
り。鼻の聖油と言われる程鼻炎に
良い。安眠や子宮、美肌にも。

呼吸器のアレルギー、
感染症に『辛夷』

日本のサンショウに近い植物の果
皮から抽出。帰経は脾・胃・腎。寒
湿を取る散寒薬。脾の冷えから来
る下痢や、腎からの腰痛にも。

体内の冷えを
取り除く『花椒』

根から抽出。帰経は肝・心・脾。深
く香ばしい香り。養血・婦人科の
要薬と言われる。

血の問題に働きかける
女性の味方『當歸』

果皮から抽出。帰経は肺・脾。深み
のある柑橘の香りで、気の巡りを
良くする「行気」の働き。気血水の
滞りや消化器系の不調に。

気の巡りを良くして
ストレス対策『陳皮』

楊貴妃も愛した
美肌の精油『薏苡仁』

イネ科のハトムギの種子より抽出。
帰経は脾・胃・肺。精油に香りはな
い。解熱排毒に働き、美白、むくみ
対策、イボ取りなどに使われる。

果実より抽出。帰経は心、胆。薬の
ような香り。「清熱解毒」の働きで
腹部・心肺の熱を取る。皮膚・呼吸
道・消化器の感染症などに良い。

炎症肌、膿を持った
ニキビ肌に『連翹』

美白、解熱、鎮痛、風邪の
諸症状に『白芷』

セリ科のヨロイグサの根茎より抽
出。帰経は肺・大腸・胃。甘く、少し
焦げたカラメルのような香り。肌や
呼吸器系に働きかける。

根茎から抽出。帰経は胆・肝・心
包。スパイシーな香り。鬱滞を取っ
て気血を巡らせるので、血中の気
薬と言われる。冷え性や肩凝り、月
経異常の軽減に。

血行促進して
機能アップ『川芎』

「純精油」の原料植物ケース別・おすすめ経絡ブレンド

漢方アロマセラピーに使われるキャリアオイル

肩凝りなどの筋肉の痛み

イライラ、不眠、ストレス血流の流れを良くする

多くの人が必要とする月経不順やPMSには

『鎮静止痛』

『忘憂』『風華』

『利水消腫』『滋陰』

【帰経】 肝、胆、肺、大腸
【症状】 肩凝り、腰痛、筋肉痛、冷えると
起こる痛み

【帰経】 肝、胆
【症状】 イライラ、不眠、ストレス過多、う
つ状態

【帰経】 心、小腸
【症状】 冷え、婦人科系疾患予防、血行
不良

【帰経】 腎、膀胱
【症状】 全身の浮腫、利尿、リンパの滞
り、腎・膀胱機能の向上

【帰経】 腎、膀胱
【症状】 肩凝り、冷え、こわばった精神、
筋肉の痛み

温めながら血の巡りを良くする生薑、
肉桂、花椒がブレンドされている。特に
身体に滞った湿気によって起こる関節
炎の痛みに良い。胃痛など消化器の痛
みにも。
痛みを感じるところに塗布して使用する。

不調に繋がるイライラや不眠は、肝と
深い関係が。ストレスと闘う毎日の終わ
りに、こめかみや胸元、両脇腹付近に塗
って高ぶった精神を鎮静。
人参が消耗した気を補い、柴胡、黄芩
が心身を鎮める。特に夜眠る時やヘッ
ドマッサージへの使用がおすすめ。

血流の滞りで冷えがある場合に。血を
補う當歸、気を補う人参が、血の生成
力を養い、川芎が瘀血を流すので、血と
関係が深い婦人科系疾患予防に良い。
下腹部と腰部に塗布すると、月経で残
った瘀血がある人は、塗布後に黒い経
血っぽい物が出ることが。

排泄できずに体に滞った水に関わる疾
患に。腎を補う花椒、腎以外にも水の
問題に関わる肺と脾に香薷草、腎陰を
補う枸杞、利尿に働く杜松もブレンドさ
れている。
むくみには鼠径リンパを流した後に下
肢の内側に塗ってトリートメントを。

腎が司る生殖器系の女性特有のトラブ
ルに。特に月経異常、PMS、月経痛、経
血の異常などの問題を抱えた方におす
すめ。子宮強壮に働く牡荊、瘀血を流
す川芎、気を補う黄芪などをブレンド。
下腹部や腰部・仙骨に塗って流すのが
効果的。

花椒

人参當歸

枸杞川芎

カウンセリグ中のクライアントの歩く姿勢や表情・話し方など、目で見えるも
の全てを観察。目の輝き、肌や髪、声から感じるイメージも選択に繋がる。

1）全身・顔・声などの望診聞診で

まず解決しなければいけないことは、来店した動機に繋がる一番のお悩み。
その主訴に至った背景を知るため、日常生活についての質問も行う。

2）主訴や問診から

１で把握した情報、2で確認した主訴と背景を基に、気血水・五行のどこが最
も問題なのか、どこが先決すべきかを判断して精油を選ぶ。

3）気血水・五行に落とし込む

『本草精華』選び方のPOINT


